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◆激励の言葉 1◆ 「二種類の人生」 創世記 1:1-5 

KPCA総会長 イ ギソン 牧師 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

創造論的な観点で見ると、世

の中には二種類の人生があり

ます。 混沌と闇と無秩序の中

で、地の属性で生きている人と、

神の魂の運行の中で、天の属

性で生きている人です。 地で生

きる人は、その属性から脱しな

ければ、彼の人生は常に混沌と

闇が消えないでしょう。また、天

の属性で生きる人は、彼の人生

の中でどのような困難と苦難が

訪れたとしても、その前途が明

るくなるしかないでしょう。今、私

がどのような属性に従って生き

るかによって人生の幸せと不幸

が決定されます。それでは、天

の属性に従って生きることは、ど

う生きることを言うのでしょう

か？ 

1 つ目は、御言葉通りに生き

ることを意味します。本文 3節で 

「神は言われた。『光あれ。』す

ると光があった。  」この節で、

「すると」という単語は、命令する

やいなや直ちにそのまま行われ

たという意味です。神の命令と

従順の間に、時間的にも空間的

にも何のすきもためらいもないこ

とを意味します。つまり、言葉の

通り生きることは、神の言葉と

我々の実践的な行動の間に、

時間的に、空間的に隙間なく生

きることです。神様の言葉と私た

ちの生活の間に隙間ができる

と、言葉が歪曲されることがあり

ます。私の考えが神様の言葉を

隠してしまうことが生じます。サ

タンはいつもこの隙を狙って攻

撃しています。言葉と私たちの

従順の間を離そうとします。天

の属性で生きていく最初の方法

は、神の言葉と我々の人生の間

に隙間が生じないようにすること

です。 

2 つ目、神様から頂いた場所

を守ることを意味します。本文 4

節後半で 「神は光と闇を分け」

と言いました。神様は創造され

た被造物をそれぞれ彼らがいる

べき所にいさせました。そして

「神はお造りになったすべてのも

のを御覧になった。見よ、それ

は極めて良かった。」と言いまし

た。神様が万物を創る時、すべ

ての万物に必ずいるべき場所が

あったので造りました。そこに、

その被造物が必要だから、光も

作り、闇も作りました。光が、神

様がいさせた場所を離れたら、

すでにその光は存在の意味を

失い役に立たないものになりま

す。学生は学校にいるとき、先

生は講壇にいるとき、軍人は戦

線にいるときが一番美しいで

す。そうです。聖徒たちも神様が

計画して願うその場所にいる時

が一番美しい聖徒になることが

できます。神様が私に下さった

使命の場所がどこなのかを深く

考え、その場を守る皆さんにな

ることを願います。 

3 つ目、神様の創造的な目的

に従って生きることを意味しま

す。本文 5 節で 「光を昼と呼

び」と言いました。 光は暗い世を

明るく照らすために神様が創り

ました。つまり、光にとって重要

なことは、光という自分の存在よ

り、その存在に神様が与えられ

た目的と機能がより重要だとい

うことです。光が光らしい存在に

なるためには、その目的と機能

に最善を尽くす必要がありま

す。人も同じです。自分のため

に生存することに一生懸命にな

るのではなく、私を創って下さっ

た神の目的に集中する人になら

なければなりません。それでは

光の目的と機能にはどのような

ものがあるでしょうか。暗闇を照

らすこと、方向を示すこと、腐敗

を防ぐこと、すべての生命体が

実を結ぶよう助けることです。そ

うです。このような目的と機能

は、ただ光だけに与えられたの

ではなく、神が創ったすべての

被造物なら、すべてこのような

目的と機能に合った人生を生き

なければなりません。このような

目的と機能を通じて暗い世の中

で、天の影響力を表しながら生

きることが、天の属性に従って

生きるという意味です。皆さんが

いる場所で、天の属性に従って

生きていくことで、皆さんがいる

その場所が、神が見て美しい場

所に変わっていくことを願いま

す。 

（祈り）神様、世の暗さに捕ら

われていた私たちを救って下

さって、神様の子供にして下さり

感謝します。これからは地と闇

の属性に引かれて生きることで

はなく、ただ天の属性でだけ生

きることができるように助けてく

ださい。 暗い世の中で闇を照ら

す者になり、天国を示す道しる

べになり、腐りゆく世を新しくす

る天の人にならせて下さい。何

よりも私に下さった使命の場所

を固く守る信仰の勇士になるよ

うにして下さい。 イエスの御名に

よってお祈りささげます。アーメ

ン。 
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◆激励の言葉 2◆  
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愛する入学生、在学生の皆さ

ん 

日々同行してくださり、主の同

役者として良い業を成し遂げる

主に感謝します。そして、インマ

ヌエルとして来られた主の平和

がJMTS神学院と日本宣教連合

会の働きにあふれるよう、豊か

になるように祈ります。その間、

神学院のすべての働きをキリス

トの愛と喜びで献身し仕えてくだ

さったすべての使役者と東京教

会に感謝します。 

主に熱く出会って 28年が過ぎ

ました。振り返る間もなく、時間

が早く流れたと感じます。神様

が誰であるかを知り、恵みのプ

レゼントである信仰で救いを頂

きました。そして救いと共に聖霊

様をくださった留学生活と働きで

過ごした 28 年が恵みの中の恵

みでした。栄光の中での栄光で

あることを告白します。主を知る

こと自体が私に不思議で、新鮮

で、幸せと感謝があふれるよう

になりました。 

そして当然、両親の救いが最

初の祈りになりました。それはど

こにも代わりのできない両親の

愛ゆえであると思います。両親

の救いが一番切な祈りになり、

祈りの中で聖霊様がおっしゃい

ました。あなたの両親が一番早

く救われることを願っているか、

日本の魂、父なる神様の御霊の

ために祈れば、それが一番早く

救われる道だ。そして主の僕と

なる召命をくださいました。使役

者としての召命を日々神様の同

行の中でくださり、主の働きに参

加する栄光をくださいました。 

新たに神学校に入学する兄

弟、姉妹たちを歓迎し、祝福しま

す。皆さんの学校である JMTS

神学院はこれから驚くべき神の

国の使命を担うと信じます。終

末の時代に神様の僕たちを訓

練し、準備する預言者学校とし

て祝福すること信じます。 

在学生と新たに入学する皆さ

んに主の心でお勧めしたいと思

います。神様は驚くべき計画の

中で私たちに日本宣教の使命と

働きをくださいました。イスラエ

ルを選び、預言者を立て、弟子

を立てて神の御国の働きを示し

たように、私たちも導いてくださ

ることを信じます。そのような信

仰の人々がキリストの体である

教会となります。そして神様はそ

の教会となる皆さんにおっしゃ

います。“耳のある者は聞く”“勝

利する者になる”（黙示録 2:7） 

単純に人間的な知恵、能力、

熱心で可能にする成功ではな

く、勝つものに、パラダイスを約

束してくださいます。熱心、能

力、知恵で成す成功ではありま

せん。そしたら勝つものは何で

しょうか？それは愛です。勝つ

者は神様を愛するという御言葉

です。勝つことは霊的なことで

す。それが愛です。それは神様

から流れてきます。創造主なる

神様はすべてを愛で始められ、

愛で完成されます。この愛で最

後まで愛することが勝つことで

す。 

わたしはとても恵まれた者で

す。その恵みは今も変わりませ

ん。しかし、最も大きい掟であ

る、神様を心を尽くして愛してい

るかと聞かれると答えられませ

んでした。このくらいであれば勝

つ者ではないかと思いました。

隣人をよく助け、仕え、共に痛み

を共有し、伝道もしているので隣

人を愛していると思いました。し

かし、変わらずに続けて愛する

ことができない所が私の中にあ

ることに気づきました。さらに神

様を心を尽くして愛しなさいとい

う第一の掟に対する告白と確信

がありませんでした。そのような

私はもっと多くの伝道、献身、実

りを結ぶことが愛であると考え、

教えましたが、私自身も、その

教えを受ける信徒もその告白が

できないことを見ました。そうす

ればするほど自分の力で、自分

の熱心と律法的な行為が焦点

になりました。結果は成功であり

失敗であり、どちらも愛の告白

につながりませんでした。結局

愛することができず勝つ者にな

りませんでした。 

そうする中、ある日主の贖い

に対して深く黙想するようになり

ました。「コロサイ 1:22 今は、神

が御子の肉のからだにおいて、

その死によって、あなたがたを

ご自分と和解させてくださいまし

た。あなたがたを聖なる者、傷

のない者、責められるところのな

い者として御前に立たせるため

です。」良く知っている御言葉を

聖霊様が照らしてくださいまし

た。私に大きな変化をもたらす

主の御声でした。神様を心を尽

くして愛する信仰の使役者とし

て変えてくださることでした。贖

いは“覆う、取り消す”という

kaphar の意味です。ギリシャ語

では katallage と翻訳されます。

“交換する、和解する”です。 

神様と異邦の神との違いは私

のすべてを知っているか、そうで

はないかで区別されます。特に

未来のことは神様しかわかりま

せん。神様は私たちの未来を唯

一知っておられる全知なるお方

です。その方が私たちの罪も咎

も傷も全て知っておられます。し

かし神様は私たちを見る時、す

べての罪をイエス様で覆われた

状態で見ておられたとおっしゃ

いました。贖いのイエス様が私

のすべての罪を転嫁してくださ

り、罪のない聖さを私に成し遂

げてくださいました。 

イエス様を主と告白し、信じる

者をキリストの体として見ておら

れます。キリストの衣を着たとい

うことです。（ローマ 13:14）私た

ちはイエス様にとどまり、その方

の愛で完全に覆われている義

人です。子供です。それが信仰

の正体です。しかし私たちはどう

でしょうか？罪を悔い改めて赦

しをいただきながら、20 回の悔

い改めと赦しの中で、主は全て

赦してくださいますが、このよう

に反復する私をいかに嫌がって

いるかを思い出します。しかし主

は 19回の罪を覚えもしないで全

部覆ってくださいます。一回犯し

た罪のように赦してくださり、罪

のないように宣言してくださいま

す。習慣的な罪でなければどん

な罪でも赦され、救いは取り消さ

れることはありません。 

私たちは主を信頼すると共に

その方の中で私たちはどういう

存在であるかを知るべきです。

これを知ることが福音です。そ

の愛に感激する時、神様を愛さ

ざるを得なくなります。赦しは完

全に忘れることです。私たちは

赦しても多くの場合、感情には

覚えています。神様の赦しは人

間のように不完全ではありませ

ん。神様の赦しは完全です。覚

えることはありません（Ⅰコリント

13:5）。民数記 23:21 のように赦

すその瞬間忘れます。 

ハレルヤ！私たちの神様はこ

のような方です。良い神様です。

神様の愛は限りない愛です。信

じて深く受け入れるべきです。こ

れはとても大事です。勝つ者の

ポイントです。なぜなら、その時

私は主を愛するようになります。

熱心、献身、苦労、伝道を通し

て告白することではありません。

命を尽くして愛すると告白できる

唯一の道は、命を尽くして十字

架で死なれ、私の罪を全て覆わ

れ、覚えもしない父なる神様の

愛を知ることにあります。 

わたしは神様を心から愛しま

すという告白ができるようになり

ました。心、意志、命を尽くして

愛しますという告白ができるよう

になりました。その愛は私から

出たことではありません。父なる

神様から私に流れて私も命を尽

くして主を愛しますと告白するよ

うになりました。（ヨハネ一 4:19）

私たちは愛しています。神がま

ず私たちを愛してくださったから

です。 

私たちにこの告白があるよう

に祝福します。この愛を告白し、

勝つ者になることを祝福します。

揺るぎない力の油注ぎをしてく

ださることを信じます。いつでも

愛の告白ができ、勝つ者の栄光

をくださり、パラダイスの約束を

成し遂げてくださいます。神様は

神学院と皆さんを通して、英才

たちの連合体である日本宣教連

合会を通して神様の偉大なる愛

でこの地を覆うようにしてくださ

ることを信じます。 
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◆25期 新入生紹介 1 ◆  

洪讃
ホンチャン

杓
ピ ョ

 （福岡アガペキリスト教会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

金
キム

大新
デ ジ ン

 （新潟みのりキリスト教会） 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

 
 

林田
はやしだ

優里
ゆ り

 （横浜キリスト教会） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こんにちは。この度 JMTS25

期の新入生として入学しました

洪チャンピョと申します。まず、

僕が献身するきっかけを共に分

かち合えるように導いて下さっ

た神様に感謝します。 

 僕が宣教師になりたいのは神

様にもらった愛を神様を知らな

い魂に知らせるためです。だか

ら大学を卒業してすぐ韓国の神

学校へ行く準備をしました。しか

し、思うようには行けず神学校

には落ちてしまい、宣教師にな

ること自体不可能であると決め

つけました。その後、軍隊へ行

き世間の友達の助言を通して

除隊したらすぐに就活でもしよう

と決心したのです。それでも神

様は僕が昔から宣教師になる

のが夢だと言っていたことを忘

れずに父を通して機会があるこ

とを見せてくれました。除隊して

ちょうど１か月後に JMTS の入

学試験があることを知らされた

のです。だから僕はこの機会を

与えてくださった神様に感謝し、

自分ができる全てを尽くして試

験準備をして入学するまでに至

りました。 

JMTS を通して神学について

深く学び聖書をもっと知り自分

の知らなかった神様をもっと知

りたいです。また、宣教師として

神様に人生を捧げた先輩方と

同僚と共に励まし合い信仰を深

めたいです。これからもどうぞよ

ろしくお願い致します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の春から JMTS の 1 年

生になる新潟みのりキリスト教

会のキム・デシンと申します。 

私は大学 1 年生の時から神

様に出会い、今はコスタで神様

に「日本宣教のために献身しま

す」と言う約束を守るために

2018 年末に渡航して、新潟大

学で勉強しながら新潟みのりキ

リスト教会の働きを手伝ってい

ます。 

幸いに、神様が渡航した時の

決断を喜んで受け取ってくださ

り、約 2 年間の留学生活を通し

て魂の実があって二人の兄弟

が受洗を受けるようになりまし

た。また、その魂たちが神様の

愛により変化される過程を見な

がら、福音を伝えて命を救うこと

が、他の何物よりも価値ある道

であることを確信するようにな

り、神様の愛を知らない日本の

魂に福音を伝えることに人生を

捧げたいと思いました。それで、

JMTS に入学することを決心し

たことであります。今は、イエス

様のように神様の御言葉に従

い、謙遜に主と共に働いてキャ

ンパスを神様の福音を通して変

化させる僕となりたいと思って

います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

フランクリン・グラハム先生の

メッセージの中で、いつも私の手

を握って一緒に歩いてくださるイ

エス様に出会いました。そして

信仰生活をしていく中で、イエス

様と主の中で家族となった兄

弟・姉妹たちと一緒に福音を伝

えていく働きをしていきたいとい

う思いも与えられました。学生生

活を終えて日本社会の中で働き

今年から JMTS25 期生として

入学致します、横浜キリスト教

会の林田優里です。 

私は大学1年生のときに横浜

市立大学でゴスペルダンスサー

クル One Thing Crewに入り、少

しずつ神様を知っていきなが

ら、2015 年 11 月に武道館で行

われたセレブレーション・オブ・

ラブでイエス様と人格的に出会

う恵みがありました。集会での

ながらも、何をするにも宣教が

私の中心にいつもあるということ

を強く感じ、与えられた恵みに応

じて生きるということが主の御心

であることを知りました。神様と

近く歩むことを私の願いとして与

えられ、キリストの平和の内に

私を呼んでくださる主に感謝しま

す。これからよろしくお願い致し

ます。 
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◆25期 新入生紹介 2 ◆  

林
イム

耀
ヨ

韓
ハン

 （横浜キリスト教会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盧睿軼
ロ エ イ テ ツ

 （名古屋愛知キリスト教会） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆入学式◆  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分の信仰が守られている環境で

育ちました。そのような環境が当

たり前だった自分は、徐々に教

会での奉仕や礼拝も形式的な

姿勢へと無意識に変わって行

き、最初は宣教師である親とは

別に、自分自身のやりたい方法

で自立していこうと決心していま

した。しかし、大学生になった頃

に初めてクリスチャンがほとんど

いない環境で過ごすようになっ

てからは、ノンクリスチャンとの

交わりの中で世俗的な話題に触

れる事が多い場所にいることが

馴染みづらくなり始め、改めてク

リスチャンとしての自分自身の

こんにちは！この春から２５

期生として JMTS に入学する横

浜キリスト教会の林耀韓です。

献身の心を授けてくださった神

様に感謝し、これからの歩みを

祈りながら進んでいきたいと

思っております。 

 

私は宣教師の息子として育て

られるようになり、親の影響で教

会に導かれるようになりました。

子供の頃から教会の日曜学校

を通して神様を知り、聖書が

語っている内容を学んで育って

きた私は、高校生までクリスチャ

ンの学校で学び、世の中から自

価値観を見返すようになりまし

た。私は自分から神様を探すよ

うになり、徐々に私に信仰を与

えてくださった神様に感謝するよ

うになりました。神様が私にくだ

さった能力と才能を神様の中で

積極的に生かしていきたいとい

うビジョンが与えられ、このよう

に JMTS に導かれるようになり

ました。 

 

自分が主に教会で任されてい

る奉仕はギターでの賛美の奉仕

や教会に通う中高生たちとの

日々の御言葉を通した交わりを

しています。私が教会に通う中

のですが、なかなか変われませ

んでした。毎日悩みと苦労の中

生活が続いた時、私は主から御

言葉を頂きました。 

（ルカ 5：4-5）（話し終わったと

き、シモンに、「沖に漕ぎ出して

網を降ろし、漁をしなさい」と言

われた。 シモンは、「先生、わた

したちは、夜通し苦労しました

が、何もとれませんでした。しか

し、お言葉ですから、網を降ろし

てみましょう」と答えた。） 

シモンペトロの信仰に感動し

ました。「苦労しましたが、何もと

れませんでした。しかし、主のお

言葉ですから、網を降ろしてみ

ましょう。」 

スメイトを通して、教会に導か

れ、2010 年 9 月 11 日に洗礼を

受けました。 

  大学を卒業した後、私は就職

して、現在も働きながら教会で

礼拝を捧げ、奉仕をしておりま

す。社会人になった後、信仰の

難しさと真実さ、そして、自分の

信仰の弱さをよく体験しました。

一時期、今まで一体何を信じて

いるのか、本当の信仰は一体何

ですか、毎日信仰生活をしてい

るのか、習慣的宗教生活をして

いるのか、このままでいいの

か、自分に質問しました。これか

ら変わらなければならないと思う

 私も主を信じて、降ろしてみま

しょう。やってみましょうと決意し

ました。これからの生活の中で

主を信じ、御言葉と祈りを通し

て、もっと主に近付き、主を知

り、自分の使命と主の計画をよく

知り、真の信仰生活を体験す

る。そして、すべて主に委ね、ど

んなことにあっても、主を確信

し、主から離れず、人生最後の

最後まで主と一緒に歩みたいで

す。未熟で弱い自分はこれから

JMTS で努力し、頑張りたいで

す。みなさん、お祈りと応援をよ

ろしくお願いします。 

 

学生たちの先輩として、毎週日

曜日に楽しく彼らたちと聖書を

通した交わりの時間を楽しく仕

えております。神学校に入って

からも神様の導きにより忠実に

歩むことができるよう努力してい

きたいです。 

 

こんにちは、この春に 25 期生

として日本宣教神学院に入学し

ました名古屋愛知キリスト教会

の盧睿軼と申します。 

 私は 2009 年に日本へ留学に

来ました。その後、同じ寮のクラ

2021 年 3月 13 日（土）10 時

から、オンライン（Zoom）にて、

JMTS第 25回入学式が行われ

ました。 

今年は 25 期の新入生とし

て、上記 5名が入学しました。 

 

 

 

 

恵みの中、無事に式が進行

し、オンライン上でも、祝福の入

学式となったことに感謝いたしま

す。 

 新入生のこれからの献身の歩

みのためにお祈りお願いいたし

ます。 
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◆卒業式◆  
   

 

 

◆卒業生の挨拶 1 ◆  

JMTS21期 胡天译
コ テ ン ヤ ク

 (ヨハン東京キリスト教会) 
   

 
 
 
 
 
 
 

JMTS22期 西潟
にしかた

侑里
ゆ り

 (新潟みのりキリスト教会)   

 

 

 

 

 

 

 

この度は JMTS 日本宣教神

学院を卒業させていただき、心

より感謝いたします。神学院は

表面上神学の勉強にすぎない

ように見えますが、根本的に、

もっと大事なことは一人の神学

生が神様の前でどれほど変えら

れたかのことです。神学院での

勉強について、一人の先輩はこ

う例えました。「神学生にとって、

神学院の過程は麻酔をしない手

術のようだ」と。今振り返ると、こ

の例えがまさに適切だと思いま

す。 

人間を変えられるのは神様の

御言葉しかないです。我々はな

ぜ聖書を読み続けられないの

か、その理由の一つは聖書が

難しいこともありますが、もう一

つの原因は、聖書を読む時、自

分が罪人であることが指摘され

るからです。その指摘から逃れ

たい人間の本能が発動されるか

ら、聖書を読みたくなくなります。

一般信徒の場合、自ら一時的に

逃れることができるかもしれませ

んが、神学生にはそれができま

せん。何故なら神学という作業

が常にあり、そこで神様と直面し

ないといけないからです。正直

に言いますと、泣きながら神学

院の課題を完成させることも何

回かありました。毎回毎回「嫌

だ」、「辛い」と思いましたが、今

振り返ると、それはまるでヤコブ

が神様の使者と格闘したよう

な、毎回毎回、神様の御前で

祈って、神様に癒された大事な

体験であると告白できます。 

信仰生活とは人間が聖化す

る過程であり、さらに神様の御

前に出て、自分の中の葛藤、自

分の中の固執、自分の中の罪

のすべてを御旨に照らされ、癒

される過程でもあるでしょう。そ

の葛藤、固執、罪が我々の心臓

に埋められた茨のように、心臓

が脈動するたびに我々を傷つけ

2021 年 2 月 1 日、ヨハン東

京キリスト教会教育館にて、ま

た卒業生の各教会にて、JMTS

第 22 回卒業式が行われまし

た。今年は感染対策のため、

Zoom を使用したライブ配信の

形式で行いました。 

卒業生として、21 期 胡天译

(ヨハン東京キリスト教会)、王

麗媛（ヨハン東京キリスト教

会）、22 期 片山いずみ（大阪

天満橋キリスト教会）、西潟侑

ますので、神様に取り除かれる

ことが必要であります。しかし、

それは辛い過程でもあります。

何故ならその茨を取り除くため、

心臓を切り裂く必要があるから

です。神学院はまさにその過程

でした。何度も何度も自分の心

臓を神様に切り裂かれ、何度も

何度も辛い経験をしないといけ

ないかもしれません、しかし、そ

れは完全な癒しを頂くための必

須条件であるからです。これこ

そ神様の真の愛であります。ゆ

えに、まるで麻酔しない手術を

受けたように、我々は先にその

癒しを体験したので、もっと証人

となり、兄弟姉妹にその真の愛

を適切に伝えるために使われた

いと思います。 

里（新潟みのりキリスト教会）の

4名が卒業しました。 

また、ウェスレアン・ホーリネ

ス教団委員長・野田キリストめぐ

み教会主任牧師の川崎豊牧師

先生がメッセージしてくださいま

した。 

恵みの中、無事に配信できた

こと、また映像を通して多くの

方々がご覧になってくださり、卒

業生の新たな門出を祝福してく

ださったことに感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

私を献身の道へ召し出し、

JMTS で学ぶ機会与え、卒業ま

で守り導いてくださった主に栄光

を帰し、心から感謝致します。 

 ペテロが湖の上を歩いた出

来事は、私の神学生生活の 3年

間そのものだと感じます。正直、

初めは自分が勇気を出して献

身へと一歩踏み出したことを

誇っていました。けれども、なか

なか魂の実りを結べないこと、

私を愛し育ててくださった朴春國

先生の死、家族の死、を経験し

て、自分の力ではどうにもできな

いことが沢山あるんだと知りまし

た。そして、私はそのような試練

の時に、ただ神様に叫ぶことし

かできませんでした。もし神様が

呼んでくださらなかったのなら、

水の上を歩くほどに難しい、この

献身の道を歩むことなどできま

せんでした。主は日々御言葉を

与えることによって、また神学校

で主を深く知っていくことによっ

て、次に踏み出す力を与え、信

仰に依り頼めるように助けてくだ

さいました。神様が忍耐深く私た

ちを鍛え、慰め、愛してくださっ

たおかげで、自分には耐えられ

ないような試練が襲った時にも、

信仰に踏みとどまることができ

ました。この JMTSでの３年間の

学びのおかげで、自分の感情に

流されず、御言葉の真理にしっ

かりと留まることの大切さを学び

ました。 

 この三年間の学びの生活を

支えてくださった全ての方に、改

めて感謝申し上げます。遠くに

いるのに時々心配して連絡をく

れ、私のために祈ってくれた

JMTSの皆さんは、私にとって心

の支えでした。JMTS の先生方

には、主の御前で誠実に仕え

る、という僕のあるべき姿を学ば

せていただきました。また、いつ

もそばで励まし愛してくださっ

た、今は亡き朴春國先生と金恩

栄先生には、感謝をしてもし切

れません。愛を仇で返すような

私に、先生方は愛を注ぎ続けて

くださいました。これからも金先

生や教会の兄弟姉妹たちと心

一つにして、私に残された使命

を全うし、JMTS での学びを実践

していきたいです。 
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◆卒業生の挨拶 2 ◆  

JMTS22期 片山
かたやま

いずみ (大阪天満橋キリスト教会) 
   

 

 

JMTS21期 王麗媛
オウレイエン

 (ヨハン東京キリスト教会) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回卒業しました、大阪天満

橋キリスト教会の片山いずみで

す。多くの先生方や兄弟姉妹た

ちに祈られ支えられ、卒業する

ことが出来、本当に心から感謝

致します。 

3 年間の学びの中で、1 番心

に残っているのは、年に 2 回あ

る神学特講での出来事でした。

講義の中で、『神様の愛は浪費

の愛だ。誰が神様より、愛のあ

る人がいるのだろうか。』という

言葉が胸に刺さりました。その

時の私は、聖書勉強をしている

ノンクリスチャンの姉妹たちの

状況が次々に悪くなり、自分の

力不足に落ち込んでいる時でし

た。次第に、神様は祈りを聞い

て下さっていない気がして、祈

るのも嫌になり、期待感の持て

ない毎日を過ごしていました。

“なぜ神様はこの魂に感動を与

えてくださらないのだろう”“なぜ

神様はこの姉妹に出会ってくだ

さらないのだろう”と、神様に対

して不平不満を抱いていまし

た。 

そんな私に『誰が神様より、

愛のある人がいるのだろうか。』

という言葉は、とても印象に残り

ました。その時、自分が応えて

欲しい祈りばかりを気にして、そ

れを与えてくださらない神様に

対して不平不満を持ち、自分が

救いの御業の結果を決める傲

慢な姿があった事に気付かされ

ました。そして、この苦しみは神

様の苦しみであり、主も同じよう

に苦しい思いで執り成しておら

れることに気が付きました。目

に見えなくても、いつも主は働

いて下さっていて、いつも共に

おられる事に気が付かされ、悔

い改めと励ましがありました。そ

の後は、分かち合いの中で兄

弟姉妹たちと祈り課題を分かち

合い、祈りの恵みを共に感じら

れたことも感謝でした。 

 JMTS の訓練期間で、神様は

こんな不信仰な私を諦めず、愛

と恵みで助け導いてくださった

恵みが多くありました。これから

も、神様はいつも共におられ、

主の御心が一番の道であること

を覚え、謙遜に神様に従う僕と

して生きていきたいです。一粒

の麦が、地に落ちて死ななけれ

ば、多くの実を結ぶことが出来

ないように、自分思いや考え、

欲を捨てて、いつも主に従い、

主の命が生きる祝福の管とし

て、豊かに用いられる者になり

たいです。 

 

 

 

 

 

 

私を創造し、贖い、私を選

び、献身の道に導いてくださっ

た神様に感謝致します。。 

JMTS で勉強できること、4 年

間でたくさん神様を体験したこ

と、卒業ができたことは神様の

恵みであることを告白致しま

す。 

4 年間の神学校の中で最も

美しく深い記憶は、神様が私と

共におられ、私に力を与え、私

の心を保ち、癒しをしてくださっ

たことです。  

JMTS 二年目の時、ある科目

の試験があって、私は準備はし

ましたが、試験中に書けなかっ

たので、とても悲しくなりました。

非常に悲しかったので、教会の

1 階のトイレに入って、よく勉強

できず、試験も受けられず、無

力で痛みで激しく泣きました。泣

いて泣いて、とてもはっきりとし

た御言葉が私の頭に浮かんで

いました。それは詩編 121：2「わ

たしの助けは来る天地を造られ

た主のことから」の御言葉で

す。この御言葉を受け取った

後、私はもっと激しく泣きまし

た。神様ご自身が私を慰めてく

ださったことを実感したことで泣

きました。神様は私の助けは天

と地を創造した主から来ると言

われました。それで、私は泣き

止みました。悲しみの心は喜び

と感謝、感動の心に変わられま

した、心が強められ、立ち上

がって、トイレの中から出まし

た。 

このことを通して、私は深い

悟りがありました。今の勉強も、

これからの人生も、すべての面

も神様は私を助けてくれる方で

す。天と地を創造された神様に

とって不可能なことは何もあり

ません。私がやるべきことは神

様の助けを求め、どんな困難が

あっても、私を助ける神様を

頼って、信じることです。 

4 年間の神学校のもう一つの

非常に重要な思い出は、私の

周りの人々からの励ましと助け

です。 

教会の先生達、執事達、

JMTS メンバー達、兄弟姉妹の

祈りを通して私の霊性などを

守ってくれました。堀江先生との

毎週の点検は私の信仰と人格

をより成熟させました。サランパ

ンの姉妹達の奉仕、調理せず

に食事をすることがよくできまし

た。また、両親の支持と理解が

私に多くの力を与えてくれまし

た。そして、私を気遣い、私に仕

える先生達、執事達、兄弟姉妹

達がたくさんいました。在職して

いる二つの会社も残業せず、授

業時間の通りに出席することが

できました。 

過去 4 年間、私と一緒に歩い

てくれた神様とすべての隣人に

感謝致します。コロナ時期の中

で、素晴らしい卒業式を用意し

てくれたことも感謝致します。神

学校のすべての先生、卒業式

のために一生懸命準備したす

べての先生、私への贈り物を準

備してくれたすべての霊的な家

族、在学生にも心から感謝致し

ます。 

JMTS 神学校、すべての先生

達、在学生達のために、これか

らも熱心に祈ります。 
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◆冬季神学特講◆ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
◆冬季神学特講の恵み◆ 

JMTS24期 松
まつ

能
のう

今
きょ

日子
う こ

 (富山ホサナキリスト教会) 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2021年冬季神学特講が、 

2月 1日～5日まで、Zoomで

行われました。 

今回の神学特講には、韓国

の合同神学大学院の金ジンス

教授、李ナムギュ教授の二人

をお招きし、「旧約総論」と「神

学原理」の授業が行われまし

た。 

今年も全国から多くの先生方

に参加していただき、部分参加

を含め、学生、教職者、スタッフ

合わせて 30 名が参加しまし

た。 

本神学院に来てくださり、正

しい神学を教えてくださった先

生方、そして今回も運営と通

訳、翻訳に奉仕してくださったス

タッフの方々に心から感謝いた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年冬季神学特講の全ての

日程が守られたことに感謝しま

す。今回の神学特講では、神学

原理を李ナムギュ教授が、旧約

総論を金ジンス教授が導いてく

ださいました。 

 神学原理の講義では、神学の

基礎を包括的に学ぶことができ

ました。講義を通して、神学が取

り扱うすべてのテーマの源泉が

神様であることを確認し、神学を

学ぶごとに神様の偉大さを知っ

ていけることをとても嬉しく感じ

ました。中でも、御言葉を受け取

る人間に働く、内的認識原理に

ついての学びに恵まれました。

御言葉を差し出されても、その

御言葉を認識するには聖霊様

の照らしが必要不可欠であると

いう内容を聞いて、信仰の始ま

りにおいて神様の働きかけによ

らない領域はないのだということ

を、改めて感じました。そして、

聖書を理性的に判断しようとす

る人々に対しても、理性の限界

を超える聖霊様の働きかけがあ

るようにと祈り続けたいと思いま

した。内的認識原理について、

立場の違う様々な解釈を学ぶこ

とで、聖霊様の働きかけの必要

性をより深く確信することができ

て感謝します。 

 旧約総論の講義では、天地創

造の 7日目の「安息」を軸に、旧

約聖書を学びました。安息を

もって創造を完成された神様が

この世の統治者であり、その統

治に従う時に神様の安息を享受

するということを、旧約聖書を緻

密に読み解きながら知ることが

できました。特に、出エジプト記

のアマレク人との戦いについて

の学びが印象に残っています。

アマレク人は、神様を畏れず、

統治に従わない全ての勢力を

意味すると知りました。そして、

アマレク人のような心が自分の

うちに生まれるとき、神様の統

治に完全に従順されたイエス様

への信仰によって勝利できる、

という内容に励まされました。主

に信頼して杖を掲げたモーセの

ように、イエス様に信頼して十字

架を掲げ、最善を尽くして前線

で戦ったヨシュアのように、最善

を尽くして、自分自身や世の中

にあるアマレク人と戦いたいで

す。 

 最後になりましたが、講師の先

生方をはじめ、この神学特講の

ために奉仕してくださった先生

方、祈ってくださった方々に感謝

申し上げます。今回は Zoom で

の講義でしたが、他の神学生の

方々と討論したり、講義以外の

時間にも交わりの時間をもつな

ど、充実した 5 日間となりまし

た。何よりも、この神学特講を恵

みで満たしてくださった主に感謝

と栄光を捧げます。 
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◆JMTSサポート要請のお知らせ◆  

 

 
 

 
 

◆編集後記◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JMTS 日本宣教神学院 

〒169-0074 東京都新宿区北新宿 4-29-8 

TEL：090-1152-0191／090-9142-9342 

E-Mail：kana.horie@gmail.com 

JMTS 日本宣教神学院は主の恵みと導きの中、多くの祈りと支援により支えられてきました。これからも神学院

のますますの発展と、より良い訓練・学習環境を整えていくため、どうぞ皆さまからの暖かいご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

■郵便振替口座 ： ００２６０－９－８９６３２ 

■口  座 名  義 ： 日本宣教神学院（ニホンセンキョウシンガクイン） 

（※各教会／個人で一口 1000円から支援可能） 

 

皆様のご協力をいただき、第 6号の神学院便りを発行することができました。 

今回は、KPCA 総会長であるイギソン牧師先生、KPCA 日本老会の老会長である金明洙先生より激励の言葉

をいただきました。神学院のために尽力してくださる先生方に心から感謝いたします。 

また今年度は、5 名の新入生が与えられました。互いに協力し合い、学び合いながら主の中でよい連帯を築い

ていけますようにお祈りします。 

 

本神学院は、11 名の運営委員会の先生方によって運営されています。学院長：林東琥、学生支援：康泰榮、

教務：堀江佳奈、人材育成：洪永淳、神学特講：蔡連培、図書管理：廉元一、通訳：厳善一、事務（卒業、入学

関連含む）：朴セッビョル、高秉煜、有田喜絵、厳政。以上 11 名がそれぞれの奉仕において、瞬間瞬間、聖霊

様の導きを受け、教会の頭となられ、我々の主人となられたイエス様が伴ってくださいますよう、お祈りお願い

します。 


